
2 0 1 4   ハム・フェア　レポート

　　　　　　　　　　　　　　ＪＡ３ＩＶＵ　北井　十生

８月2 3 . 2 4 日と２日間、東京ビッグサイトで開催さ
れました「ハムフェア2 0 1 4 」に行ってきましたので
その様子を報告させていただきます。
前日の金曜日に、東京に入りました。
2 3 日朝、「ビッグサイト」へ。ちょっと早めに到着
し、開会式を待っていました。そのときには前の
広場には大勢の方が並んでいましたらちょうど
開会式が行われるところになり、山之内J A R L 会
長他来賓の方々を見ることができました。。
いつものようにメーカー展示には目もくれず「クラ
ブブース」へ。どこのフェアに出かけてもジャンク
は最初の日の午前中が勝負です。これというめ
ぼしいものがあればとにかく買うことにしていまし
たがあまりめぼしいものはありませんでした。
クラブブースを２～３回まわりました。
今年は、J A R L 関西地方本部のブースがありまし
た。３エリアの方数人が集まっていた。みんなで
昼食を行くとの今夜の懇親会（例年　新橋の居
酒屋「かくれ野」）に行かないかと話で両方とも参
加しますと返事しました。
昨年より人が多いように思われました。

　さて、会場の中ですがアンテナ関係（釣り竿
ループアンテナ、簡単に組み立てができるビー
ムアンテナ）、ＣＷブームなのでしょうかエレキー
用バトル、メモリーキー等などC W 愛好家のブー
スが目立ちました。
メーカー展示では、アイコムが金ピカのI C - 7 8 5
0 、ケンウッドはT S 9 9 0 の実働展示し、ヤエスはF
T 9 9 1 のモデルを展示して盛んにP R をしていまし
た。

　販売店ブースでは昨年引き続き大阪・日本橋
の「ウエダ無線」が出展、キ－、バドル、アンテ
ナ、アンテナポールなどを並べ、声もかけられな
いほどの繁忙のようすでした。

さて、昼食は１３時に館内ではなく、ゆりかもめの駅近くのレストランに関西の人たちと行きました。
1 6 時半すぎからJ A R D 主催の「ハムフェア2 0 1 4 の集い」が館内で開催されましたので参加しました。A R I S S の7 M 3 T J Z
安田先生にお目にりかかり、ご一緒に新橋へ、すでに始まっており、３エリアの方だけでなく他のエリアの方も参加さ
れ、時間が経つにつれて増え、帰りのころには２０人以上になっていました。
２５日は朝１０時に行き、また館内をウロウロ、１１時から「なんでも鑑定団」の鑑定士として出演されているJ H 1 O B S 阿
藤さんのお話を聞きにちょっと早めに着席、始まるころには満席になっていました。
会場内では、荒川さん、中根さんとお会いしました。

開会式　テープカット

J H 1 O B S  阿藤さんのお話

メーカー展示( I C 7 8 5 0 ) 　　アイコムさん

ハムフェア2 0 1 4 に行ってきました



　今年も東京のハムフェアーに行きました。　今年は事前に気にな
る話題があちこちでささやかれていましたがさて蓋を開けてみると
どうなのかの気合もあって久々に目的のあるハムフェアーとなりま
した。　その気になる話題とは
　１．アイコム創業5 0 周年記念でH F 帯トランシーバー( I C 7 8 0 0 の後
継機) を出晶するらしい。
　２．トランジスター技術誌が企両しているＳＤＲトランシーバーの
完動晶が展示されるらしい。の２点でいずれも興味のあるものだっ
たのでこれらを中心に会場を回ることにしました。
1 )  アイコムI C 7 8 5 0
興味のある方が非常に多いらしく他のメーカーのブースにくらべ､
圧倒的に多くの方が集まっておられ見るだけでも少々苦労すると
いうような状況の中で美人のお姉さんの解説するI C 7 8 5 0 について
の説明を聞くこととなりました。
このような状況の中でJ A 3 U S A 島本氏と偶然に会って少々疲れ気
味のアイコム会長J A 3 F A 井上氏と歓談することが出来､また技術的
な意見もアイコム社員のかたからお聞きすることが出来ました。
こちらからの質問で｢I C 7 8 5 0 はＳＤＲベースか？｣に対しては｢ＳＤＲ
では発表した性能を実現できなかったので従来の方式を採用しま
した｣との返事があり、ＳＤＲで実現するには今少し時間がかかるよ
うでした。
　写真のキンキラキンパネルのモデルは5 0 周年記念の当初1 5 0 台
のみであとは従来のカラーに戻す模様です。これらの性能の詳細
は会場で配られたパンフレットを添付しますのでこちらをご覧くだ
さいますようお願いします。
2 ) トランジスター技術誌に掲載されたT R X - 3 0 5 S D R トランシーバー
事の起こりはトランジスター技術誌2 0 1 4 年９月号の記事に始まりま
す。このすべてデジタル処理によるＳＤＲトランシーバーのハード
ウェア､ソフトウェアの全てが公開されてキットで発売されるというも
ので最新のソフトウェアによる信号のデジタル処理を理解するに
は最適と言えましょう。
　デジタル処理､ソフトウェア等に興味があればとりあえず見てみよ
うと思われるでしょう。私もこの記事に魅かれてＣＱ出版社のブー
スに行きＴＲＸ－３０５の完動晶を見に行きました。
一応完動晶は動いていましたが、まだ一部開発中とのことで「発
売時期は？」の質問に対しては「1 0 月頃を目途に発売予定です」
との返事でした。このトランシーバーの詳細な解説はトランジス
ター技術2 0 1 4 年9 月号を参照下さい｡現在発売中です。

2 0 1 4 年ハムフェアー
ＪＰ３ＡＺＡ  河田　至弘

説明頂いたアイコムの
稲葉さん　
有難うございました。

会場は大勢の人でこれら両機
ともにゆっくりいじって性能を
自分の感覚で確認することは
出来ませんでした。　両機とも
にそのうちにはインターネット
での話題になればどの程度の
ものかの評価が出てくるので
はないかと思われ､またいじっ
て自分の感覚でその性能も確
認出来るようになるのではと思
っています。
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資料：I C 7 8 5 0

アイコム社B r o c h u r e より転載
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2 0 0 7 年以来7 年ぶりに訪れた
J A 3 A E R  荒川泰蔵

英国から帰国後2 0 0 0 年から2 0 0 7 年まで8 年間、毎年参加してい
た東京ハムフェアから、しばらく足が遠のいていましたが、今年
は７年ぶりの参加でX Y L （J G 3 F A R ）が同行してくれました。前日
の8 月2 2 日はシャープO B ハムクラブ( J L 3 Y J L ) の関西のメンバー
と、東京は墨田区の生涯学習センターに設置された墨田ウエー
ブ無線クラブ( J N 1 Z U A ) の無線室とアンテナを借りてJ L 3 Y J L / 1 の
移動運用を行いました。その後初めてのスカイツリーと郵政博物
館、それに浅草の雷門を見学して、ハムフェアの会場になる東
京ビッグサイトの近くの有明ワシントンホテルに投宿しました。翌
朝ハムフェア会場である東京ビックサイトへ出かけましたが（写真
1 ）、開場1 時間前にもかかわらず既に大勢の参加者が集まって
いました( 写真2 ) 。この風景は7 年前と変わらず、この時点から7 年
前が昨年の様に感じられました。参加する人やブースの展示内
容は当然変わっていますが、会場の基本的な配置や雰囲気は7
年前とあまり変わらず、新鮮さがない反面、何だか懐かしいとこ
ろに帰ってきた感じでした。開会はJ A R Ｌ新会長を中心に5 人の
代表によるテープカットで始まりました( 写真3 ) 。
例年I O T A チェックポイントのブースに参加してくれているJ A 3 U C
O 細川さんが、今年は海外出張で参加できないため、3 人での運
営が2 人になるのを手助けするのが参加の目的でしたが( 写真
4 ) 、会場内を行き来して多くの方々とアイボールQ S O をさせて頂
きました。特にその隣のブースがJ A N E T クラブとJ A I G の共同ブー
スでしたので、ここでも多くの方々とアイボールQ S O をすることが
出来ました( 写真5 ) 。前日J L 3 Y J L / 1 で墨田区から運用したシャー
プO B ハムクラブの関西のメンバーに、栃木など関東地方のメン
バーが加わり1 0 数名でのランチ・ミーティングに出かけました( 写
真6 ) が、J A N E T とJ A I G の合同ランチ・ミーティングと時間が重な
り、途中から抜け出すことになりました。

写真　１

写真　２

写真　３
←

写真　４
　　　→

写真　５
←

写真　６
　　　→

東京ハムフェア2 0 1 4 参加記
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メーカーの展示場は多くの見学者で賑わっていましたが、I C O M
のブースでは5 0 周年記念モデルI C - 7 8 5 0 に( 写真7 - 9 ) 、またY A E
S U のブースでは参考出品のF T - 9 9 1 に注目が集まっていました
( 写真1 0 - 1 1 ) 。アルインコやコメットなど多くのメーカーのブースが
ありました( 写真1 2 - 1 3 ) が、ゆっくり見学する時間がなく残念でし
た。会場内に2 台のL A N D  R O V E R が並べられているのを見たと
きは、すぐ杉山さんを思い出し、太陽光発電装置から無線室ま
で備えた車には、杉山さんも羨ましがるだろうと思いました( 写真1
4 - 1 5 ) 。

また、広いイベントコーナーやC Q  h a m  r a d i o の講演会場も、賑
わっていましたが、ここもゆっくり参加する時間がなく残念でした
( 写真1 6 - 1 7 ) 。他に自作品コンテストの入賞作品の展示や、特別
記念局8 J 1 A のブースも見かけました( 写真1 8 - 1 9 ) が、総務省の
電子申請のブースに多くの人が並んでいるのには驚きました。
米国など多くの国の様に包括免許にすれば、お互いにこのよう
な苦労がなくて済むのにと眺めていました( 写真2 0 ) 。
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これらのブースはJ A R L コーナーと表示があったので、多分J A R L が場所を提供し
ているものと思いますが、英国のR S G B にもこのような場所を提供してくれれば、
そこにI O T A のチェックポイントが置けて、個人参加の負担が減るのにと思いまし
た。他に国際的なことと言えば、今年のS E A N E T コンベンションがバリ島で開かれ
ることもあり、インドネシアから数名の人たちがS E A N E T のブースを借りてそのP R
をしていました( 写真2 3 ) 。

A R R L が主管するD X C C のチェックポイントは別として、海外の連盟のブースも見かけました。その1 つはドイツのD
A R C 、ルクセンブルグのR L 、チュニジアのA S T R A の共同ブースですが、特にチュニジアは3 V 8 B B を運用した経験
のある7 N 3 T O C 猿子さんを担ぎ出し、チュニジア共和国大使館広報部の女性職員がチュニジアの観光をP R する
など熱心でした( 写真2 1 ) 。もう1 つのブースはタイのR A S T でしたが、ここは単独で1 つのブース一杯に、H S 1 A プミ
ポン国王の写真や、R A S T の5 0 周年記念行事の写真を飾り付けた立派なものでした( 写真2 2 ) 。
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さて我々関西からの参加者の拠点になっているJ A R L 関西地方本部のブースでは、メンバーの北井さんや中根さ
んと会うことが出来ました( 写真2 4 ) 。ボーイスカウトのブースでは、協力メンバーのJ A ４H C K 馬場さんやJ A 5 E V Q 湯
さんともアイボールQ S O が出来ました( 写真2 5 ) 。私の海外運用のQ S L マネジャーをしてくれたJ A 1 D T S 坂詰さんがI
O T A ブースに訪ねてきて、ハムフェアの前日に無線室を貸してくれた墨田ウエーブ無線クラブ( J N 1 Z U A ) のブース
に案内してくれました( 写真2 6 ) が、そうでなければ見逃すところでした。それほど規模の大きいハムフェアでした。
今回、私のもう一つの目的であった私設・横浜蓄音機ミュージアムの訪問は、ハムフェアの翌日、大阪への帰途、
J A N E T のメンバーであるJ A 1 O B J 佐藤さんと戸塚駅で待ち合わせて案内して頂きました。オーナーはハムではあり
ませんが、音響技術者との事で、実にすばらしいコレクションで聴き比べをさせて頂きました( 写真2 7 ) 。この詳細は
また別の機会に紹介させて頂きたいと思います。

写真 2 4
←

写真 2 5
　　　→

写真 2 6
←

写真 2 7
　　　→

ハムフェア会場でJ P 3 A Z A さん
との写真です。
J A 3 D A Y 西本氏に撮影してい
ただきました。

ハムフェア会場で
J O 3 B A V   上田　繁

J I 3 Z A G
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